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所管 意見内容 対応（素案への反映状況等）

1 26 男女共同参画課
（２）の３段落２文目「同時に、仕事と家庭生活を両立しながら…」を「同時に、
男女問わず、仕事と家庭生活を両立しながら…」としたほうがよい。

・素案を修正

2 32 目標１ 男女共同参画課
１行目「男女の性別に関わる固定観念や…」のところに「アンコンシャス・バイ
アス」を入れていただきたい。

・わかりやすいプランとするため、平易な文言を使用する。

3 32
番号２の意
見について

男女共同参画課
「アンコンシャス・バイアス」は一般に浸透していないところもある。計画に入れ
るのであれば、注釈を入れるなどわかりやすくする工夫が必要であると思う。

4 32
番号２の意
見について

男女共同参画課
他の審議会でも横文字の言葉が多いとわかりにくいという意見がよく出てい
る。横文字を入れるのであれば、誰にでもわかるようにした方がよいと思う。

5 36 男女共同参画課

目標Ⅰの施策の方向３「市民・事業者との連携の推進」の基本施策①「地域
活動における…」とあるが、施策の方向３は事業者も含まれているが、基本施
策の「地域活動」と施策の方向の「市民との連携」は同じことだと思うので、基
本施策の名称を変えた方がよいと思う。

・素案を修正

6 39 3 3 人権政策推進課

数値目標「市報への掲載回数」12回というのは、それほど達成困難なもので
はないので、これを目標として設定するのはいかがか。

より詳細な内容へと数値目標の内容及び数値を修正する。
【数値目標】
「人権相談及び人権啓発に関する情報の市報への掲載回数」
14回（平成29年度末）→14回（平成35年度）

7 41 男女共同参画課

提言書の「目標Ⅳ 男女が仕事と家庭の両立をすすめるまちづくり」の施策の
方向３に「男性の家庭生活・地域生活の参画の促進」について、素案作成の
段階で「目標Ⅱ 社会における制度や慣行を見直し・学習等を通じて多様な生
き方ができるまちづくり」の施策の方向２「男性にとっての男女共同参画の推
進」と重複する部分があり、削除したという説明があったが、企業での働き方
や管理職の在り方のこともあるので、「働く場において男性も…」という内容が
あった方がよいと思う。

8 41

「男性にとっての男女共同参画の推進」について、目標Ⅱは社会全体に関わ
る事業、目標Ⅳ以降は個別の施策を掲載することとなっていたかと思うので、
重複する事業もあるかと思うが、②に掲載されている個別の事業は再掲とす
るのが望ましいと思う。再掲としないのであれば、この②の事業を取り消した
方がよいと思う。事業番号36、37、39などは再掲でよいと思う。

9 42 63 63 人事課
数値目標に「男性の育児休業取得率」とあるが、女性の管理職への登用と併
せて「管理職の育児休業の取得率」も可能であれば入れた方がよいと思う。

こちらの数値目標は、「第2次女性活躍推進プラン」及び「子育ておもいやりプラ
ン」で掲げた数値目標と合わせているため、素案のままとする。

10 44 6 6 人権教育推進室

性の多様性については、人権教育啓発白書や文科省の通知にあり、さいたま
市のパートナーシップ制度の推進などもあるので、この事業で実施するかは
わからないが、学校教育で性の多様性について学ぶ、という内容を掲載した
方がよいと思う。

文科省の通知では、相談体制の充実・配慮事項を主としており、人権教育推進
室では既に各学校における相談体制の充実についての研修等を行っておりま
す。性の多様性については、「様々な人権課題」に含んでいるものとご理解願い
ます。

11 47 48 48 人事課

事業内容に「女性職員の管理職への登用を促進します。」とあるが、促進する
ための具体的方策について教えていただきたい。
ただ女性に管理職になれとプッシュするだけではなく、例えば、「管理職の時
間外勤務時間１０％縮減」など管理職になりやすい条件を併せて入れていた
だけるとよいと思う。

こちらの数値目標は、「第2次女性活躍推進プラン」及び「子育ておもいやりプラ
ン」で掲げた数値目標と合わせているため、素案のままとする。

「第４次さいたま市男女共同参画のまちづくりプラン（素案）」に対する男女共同参画推進協議会委員からの意見

・素案を修正
①提言書に基づき、「目標Ⅳ 男女が仕事と家庭の両立をすすめるまちづくり」の
施策の方向３に「男性の家庭生活・地域生活の参画の促進」を設定。
②「目標Ⅱ 社会における制度や慣行を見直し・学習等を通じて多様な生き方が
できるまちづくり」の施策の方向２「男性にとっての男女共同参画の推進」の基本
的施策を「男性の家庭生活・地域活動への参画に向けた啓発・教育」に修正。
③①②に掲載する事業を整理した。
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12 47 51 51 水道総務課

水道総務課の数値目標について、「企業職の女性職員の割合」12.7％から
13.7％とあるが、7年間で１％のみ上昇というのは、目標の設定としていかが
かと思う。

水道局では、業務の性質上技術職の配置が欠かせず、職員の半数近くを技術
職が占めています。このうち化学職においては、女性職員の割合が４３％となっ
ておりますが、土木職、電気職、機械職については採用試験の応募段階から女
性割合が低い状況にあります。このような状況の中、今年度は土木職の女性新
規採用職員４名の内３名を市長部局の協力のもと、水道局に配置いたしました。
しかしながら、一度に女性割合の是正を図りますと、各年齢階層別の比率にゆ
がみが生じ、育児休業等が同時期に重なり、公務の運営に支障が生じる恐れが
あるため、このような目標値になったものです。代わりに間接的に女性活躍につ
ながる男性職員の育児休業取得率向上のため、引き続き対象職員への積極的
な働きかけを行ってまいります。また、今後の採用割合に応じて、水道局でも適
正な女性職員の配置に努めてまいります。

13 47 49 49 教職員人事課

目標Ⅲの施策の方向１「政策・方針決定過程への女性の参画の拡大」事業番
号44「女性職員の管理職への登用促進」について、第３次プランでは一般行
政職と教職員を除く教育委員会の職員の登用率が目標に掲げられ、教育委
員会の方は目標が達成できたとのことであるが、教職員の女性の管理職への
登用率を目標としてぜひ掲げていただきたい。プランに教職員の女性の管理
職への登用率を載せられないこと自体が問題なのではないか。

今後も、性別を問わず、優秀な人材の確保に努めるため修正なし。

14 68
【新規】

「性的少数者への
支援」

男女共同参画課
性的少数者のところに、「LGBT」と「SOGI」を並べて入れた方がよい。 ・素案に注釈を入れた。（素案：67ページ下）

・計画案においては、用語解説の中に記載した。

15 28,29 男女共同参画課
目標Ⅵの施策の方向２「高齢者、障害者…」とあるが、「障害者」の表記はいく
つかあるが、この計画ではこれでよいのか。

・他の計画等と合わせ「障害」とする。

16 28,29 男女共同参画課

目標Ⅱの施策の方向３「男女共同参画を推進する教育・学習の充実」で①家
庭教育②学校教育という順番に掲載されているが、提言書では、学校教育が
先になっていたと思うので、なぜ家庭教育が先になったのか教えていただきた
い。全ての子どもが公的に学ぶ学校教育が最も重要であると思うので、学校
教育を一番目に変えていただきたい。

・素案を修正

17 28,29 男女共同参画課

目標Ⅶ「女性に対する暴力のないまちづくり」の基本施策について、男性の被
害者がいること、また、被害者の女性の支援だけでは暴力はなくならないの
で、加害者の問題を視野に入れたプログラムを入れたり、解説にそのような内
容を記載した方がよいと思う。

・男性のDV被害者がいること、加害者へのプログラムが必要なことは認識してい
るが、現状として、特化した取組をしていないことから、第４次プランには掲載し
ない。

18 全体 全所管課

数値目標がない事業については、評価が難しい。
研修・講座などについては目標設定が可能かと思う。「１回」でも構わないの
で、目標を設定することが重要であるので、ぜひ数値目標を設定していただき
たい。

・数値目標の追加・見直しについて、所管課へ、再検討依頼した。
・プラン（案）：63事業、68項目
　うち新規　32事業34項目
　指標項目変更　14事業14項目

19 男女共同参画課

事業を実施して、どうなったかを把握することが重要であると思う。
例えば、P.33の事業番号70「職員ハンドブックによる啓発」については、読んだ
人がサインをすべきであると思う。まずは、事業をやり切るということが大事で
ある。サインの確認方法は様々かと思うが、やりっ放しではなく、きちんと実施
したかを把握していただきたい。

・ハンドブックを読んだか否かを可視化できる手法を検討する。

20 男女共同参画課
「再掲」の事業について、どの目標または何ページの再掲、という表記をしてい
ただいた方がよいと思う。

・素案を修正
・第３次プランと同様、「〇（目標番号）に再掲」という表示で修正

21 男女共同参画課
事業番号が記載されているところに、（目標〇）-（施策の方向〇）-（基本施策
〇）という表記を入れていただくとわかりやすいと思う。

・素案修正
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